夏休みまでに身につけさせたい「合格者の学習習慣」～逆転合格者と逆転不合格者の特徴分析～
（１）分析手法について
2004年度入試受験者の３年生スタート時の学習習慣（スタディーサポート３年生第１回の結果）を分析しています。受験者を、各大学群ごとに（※1）、進研模試３年生６月マーク時点での合格可能性（志望校判定）によって、「逆転合格者＝６月時点でＣ・Ｄ・Ｅ判定だったが、本番では逆転して合格した生徒」・「逆転不合格者＝６月時点でＡ・Ｂ判定だったが、本番では逆転され不合格だった生徒」などと定義（※2）し、各生徒群の特徴をまとめています。
今後、模擬試験受験後のご指導場面や、志望校検討の進路面談などの場で、

□「逆転合格のために身につけなければならない学習習慣」を提示するデータ

□志望校決定の個別指導において、合否を見極めるための（志望校判定以外の）多面的なチェックポイント

　としてご活用ください。
▼データ分析手法詳細
※１　2004年度入試受験者を下表のように対象大学ごとに分類します。
	受験者の分類
	対象大学（※大学名は2004年度入試での大学名）

	Ａ：難関国立大・文系 受験者
	北海道大・東北大・東京大・一橋大・名古屋大・京都大・大阪大・神戸大・九州大

	Ｂ：難関国立大・理系 受験者
	北海道大・東北大・東京大・東京工業大・名古屋大・京都大・大阪大・神戸大・九州大

	Ｃ：国公立ブロック大・文系 受験者
	筑波大・千葉大・東京学芸大・横浜国立大・金沢大・奈良女子大・岡山大・広島大・熊本大・東京都立大・横浜市立大・愛知県立大・名古屋市立大・大阪市立大・大阪府立大・神戸市外大

	Ｄ：国公立ブロック大・理系 受験者
	筑波大・千葉大・電気通信大・東京農工大・横浜国立大・金沢大・静岡大・名古屋工大・京都工繊大・岡山大・広島大・九州工大・熊本大・東京都立大・名古屋市立大・大阪市立大


↓
※２　Ａ～Ｄの各大学群の生徒を、入試の合否と進研模試の判定をもとに以下の生徒群に分類します。
	合否
	進研模試６月マークでの判定
	生徒群

	合格者
	Ａ・Ｂ　　（合格可能性60％以上）
	①６月時点から順調に成績が推移し合格した生徒

	
	Ｃ・Ｄ・Ｅ（合格可能性60％未満）
	②６月時点では厳しかったが、入試までに逆転し合格した生徒

	不合格者
	Ａ・Ｂ　　（合格可能性60％以上）
	③６月時点では順調だったが、入試では逆転で不合格となった生徒

	
	Ｃ・Ｄ・Ｅ（合格可能性60％未満）
	④６月時点では厳しく、入試でも不合格だった生徒


↓
※３　次頁以降の分析では、下記の図を使って①②③④の生徒群の学習習慣・意識の特徴を分析しています。
[image: image1.emf][image: image2.emf]
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（２） Ａ：難関国立大・文系 　逆転合格者・逆転不合格者の特徴




（３） Ｂ：難関国立大・理系 　逆転合格者・逆転不合格者の特徴




（４）　Ｃ：国公立ブロック大・文系　　逆転合格者・逆転不合格者の特徴


（５）　Ｄ：国公立ブロック大・理系　　逆転合格者・逆転不合格者の特徴

６月にＣ判定以下で不合格の生徒





□志望校は決定しているが、希望進路実現に向けて悩みがある。


□得意科目は数学、苦手科目は英語。


□国語：読書をしていない生徒が多い。


□数学：授業内容に不明な点がある。


□数学：問題集に取り組んでいない生徒が多い。


□数学：定期試験対策は教科書の例題レベルの確認にとどまる生徒が多い。


□英語：予習は本文訳まではしない。





②





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定





難関国立大学・文系の合否を分ける３学年スタート時のポイントとして、以下の点が挙げられる。


＜英・数の学習意識・授業理解度が高く、自分なりの学習方法が確立できているか＞


①授業を完全に理解し、家庭学習が習慣化している（学習時間の長さは合否に関係していない）。


②進路についての悩みは少なく、生活リズムが安定している。


③数学（問題演習）・英語（長文読解・英作文）について、自分なりの学習法を確立できている。





・【総合】授業をしっかり理解し、不明な点は授業の度に必ず解決すること。


・【数学】定期試験にしっかり取り組むこと。試験前には教科書の完全理解＋問題演習を目指し、試験中は必ず見直しまで行えるよう時間配分を考えること。


・【英語】長文読解の際には、入試本番を意識し、推測しながら読むこと。





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定の


生徒に対して


逆転合格の


アドバイス


※②④の比較より





・【進路】成績が高くても、希望進路実現に悩みがある生徒には要注意。


・【生活】25時以降就寝の生徒には、生活リズムを改めて確認する必要がある。


・【総合】地理歴史が得意な生徒は要注意。まずは英語の授業理解度を確認。


・【学習時間】今後は５時間以上勉強をしたいと考えている生徒には要注意。現状とのギャップを確認し、詳細な学習内容などをアドバイスする必要がある。


・【国語】問題文を読み方のチェック、新聞などで社会の動きを押さえているかのチェックが必要である。








Ａ・Ｂ判定の


生徒に対して


チェックしたい学習習慣


※①③の比較より





不合格者





合格者





６月にＢ判定以上で


逆転不合格の生徒





□進学先について、学力や適性を考えつつも迷いがある。


□希望進路実現に向けて悩みがある。


□現在通塾しており今後も通うつもり。


□国語：学習上の悩みはないが、ほとんど学習していない生徒が多い。


□国語：古文の現代語訳が苦手で、古典の辞書を使っていない生徒が多い。


□数学：授業内容に不明な点がある。





６月にＣ判定以下で


逆転合格した生徒





□数学：授業内容はほぼ理解できており、学習上の悩みが少ない。


□数学：公式・定理は十分使いこなせている生徒が多い。


□数学：定期試験対策は教科書を完全に理解し、問題演習を行っている。


□数学：難しい問題に対し、解答をすぐに見ず自力で解くようにしている。


□英語：予習では本文訳まで考え、授業では予習内容を確認している。





６月にＢ判定以上で合格した生徒





□進路が完全には決定していない生徒でも、とにかく学習はしている。


□部活動をしている生徒については、両立ができている割合が高い。


□得意科目は数学、苦手科目は国語。


□国語：辞書を使い、予習では本文訳をしている。


□数学：授業内容はほぼ理解できている。





Ｂ判定


基準





Ａ・Ｂ判定





Ａ・Ｂ判定の


生徒に対して


チェックしたい学習習慣


※①③の比較より





・【進路】志望校決定に迷っていたり、悩んでいる生徒は要注意。第１志望校を早期に決定し、志望校に合わせた対策を開始するようアドバイス。


・【国語】国語の学習を軽視している生徒や学習時間が０分の生徒は要注意。少しでも学習時間を確保し、主に古典について学習する必要がある。


・【数学】授業内容を理解できているかを確認。不明な点をそのまま放置せず、復習で解決するようアドバイス。








Ｃ・Ｄ・E判定の


生徒に対して


逆転合格の


アドバイス


※②④の比較より





・【数学】授業を大切にし、定期試験対策では問題演習まで必ず行うこと。


・【数学】公式・定理の定着度を再確認し、ほぼ使いこなせるようにすること。


・【数学】日ごろから難しい問題でもあきらめず、自分で考え、自力で解答を導く努力をすること。問題演習の機会を多く確保すること。


・【英語】予習を行い、授業を復習の場とすること。予習・授業を受験勉強と考えること。





②





①





④





①





①６月にＢ判定以上で


合格した生徒











②逆転合格者


６月にＣ判定以下で


逆転合格した生徒











④６月にＣ判定以下で、


不合格の生徒











①～④の生徒群の特徴を分析し、合格の分かれ目となる学習習慣・個別指導時のアドバイスなどをご提案します。





不合格者





合格者











④





Ｂ判定基準





③





③





③逆転不合格者


６月にＢ判定以上で


逆転不合格の生徒











不合格者





合格者





国公立ブロック大学・理系の合否を分ける３学年スタート時のポイントとして、以下の点が挙げられる。


＜希望進路実現に悩んでいないか、国・数の具体的な学習習慣が身についているか＞


①（希望進路の決定には迷っていても）実現できるかどうかで悩まず、学習に集中している。


②数学の授業内容をほぼ理解しており、学習上の悩みが少ない。


②Ａ・Ｂ判定の生徒層では、国語の具体的な学習習慣の定着度の差が大きい。


③Ｃ・Ｄ・Ｅ判定の生徒層では、数学の具体的な学習習慣の定着度の差が大きい。





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定





Ａ・Ｂ判定





６月にＣ判定以下で不合格の生徒





□３年生スタートから、希望進路の実現に悩み始めている。


□地理歴史が得意。


□数学：定期試験対策は教科書レベルまで。問題演習を行っていない。


□英語：学習法がわからない、また、努力が成績につながらないという悩みを抱えている。


□英語：長文で知らない単語があったらすぐに辞書で確認。





６月にＢ判定以上で合格した生徒





□得意科目は英語。


□国数英共通：定期試験対策は、２・３日前から開始する（→日常から対策ができていると考えられる）。


□国語：問題文をじっくり読んでから問題を解く習慣がついている。


□英語：授業理解度が高く、授業は予習内容を確認する場となっている。


□英語：英作文の学習法は英語独特の言い回しを覚える。


□英語：長文読解は精読が中心。





②





①





④





③





６月にＣ判定以下で


逆転合格した生徒





希望進路に関しての悩みは少ない。


数学：授業理解度が高い。


数学：テスト中、必ず見直しまで行う。


□数学：定期試験対策は、教科書を完全に理解し、問題演習を行っている。


□英語：授業理解度が高く、学習上の悩みのない生徒が多い。


□英語：長文で知らない単語があったら、文脈から推測し、辞書で確認。





６月にＢ判定以上で


逆転不合格の生徒





□25時以降に就寝する割合が高い。


□現実の学習時間と目標の学習時間にギャップがある。


□国語：読解問題で、先に設問を読み、その後本文を読む傾向が強い。


□国語：新聞を読まない生徒が多い。


□英語：苦手意識が強く、授業への不安感を持っている。


□英語：和英辞典の単語を当てはめる英作文の学習をしている。





Ｂ判定


基準





合格者





６月にＢ判定以上で


逆転不合格の生徒





□得意教科に英語を挙げている生徒が多い。


□数学・英語で授業に不明な点のある生徒が多い。


□学習の割に成績が伸びないといった学習上の悩みを抱えている。


□国語：読解問題で、先に設問を読み、その後本文を読む傾向が強い。


□数学：定期試験対策は教科書レベルまで。問題演習までは行えていない。








６月にＢ判定以上で合格した生徒





□得意教科は数学が圧倒的に多く、苦手教科は約半数が国語。


□各教科、学習上の悩みは少なく、前向きに学習している。


□約半数が通塾しておらず、今後も通う予定がない。


□数学：定期試験対策は、教科書を完全に理解し、問題演習を行っている。


□英語：長文は精読中心で、日常では一文一文を丁寧に読んでいる生徒が多い。





不合格者





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定





Ａ・Ｂ判定





②





①





④





③





Ｂ判定


基準





難関国立大学・理系の合否を分ける３学年スタート時のポイントとして、以下の点が挙げられる。


＜数学への学習意欲が高く、授業理解度が高いかどうか＞


①国・数・英ともに授業内容をほぼ理解している（学習時間の長さは合否に関係していない）。


②学習上の悩みが少なく、自分自身の学習方法が定着している。


③数学の学習に意欲的で、日常の学習の中で授業理解→問題演習の流れが確立している。





６月にＣ判定以下で不合格の生徒





□希望進路実現に不安を持っている。


□得意教科に数学を挙げている生徒が少なく、英語の割合が高い。


□受験勉強のスタートが遅れ、焦っている。


□今後の休日の学習時間は６時間以上と意欲が高い。


□国語：定期試験後の復習はしない。


□数学：授業に不明な点のある生徒が多い。








６月にＣ判定以下で


逆転合格した生徒





□得意教科に数学を挙げている生徒が圧倒的に多い。


□各教科、学習上の悩みは少なく、前向きに学習している。


□国語：定期試験後、最低限不正解の箇所だけは確認している。


数学：定期試験対策は、教科書を完全に理解し、問題演習を行っている。











Ａ・Ｂ判定の


生徒に対して


チェックしたい学習習慣


※①③の比較より





・【総合】受験勉強は行っているものの成果が出ずに焦っている生徒には、入試までの長期的な計画を考えさせる必要がある。


・【得意教科】得意教科に英語を挙げている生徒には、英語・数学の学習時間・内容のバランスや授業理解度を確認する必要がある。


・【数・英】授業を難しいと感じる生徒には、授業の予・復習を改めて重視させる。


・【数学】数学の問題演習を日ごろから行っているかチェックする。復習で問題集や参考書での演習を行っていない生徒には要注意。





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定の


生徒に対して


逆転合格の


アドバイス


※②④の比較より





・【総合】各教科の学習で悩みがあったら、すぐに先生や友人に相談し、そのまま放置しないこと。


・【国語】なかなか時間が確保しにくいので、定期試験を重視すること。事前の対策や試験後の復習で、基礎事項を確認すること。


・【数学】授業へ集中し、授業を完全に理解できるようにすること。授業で不明な点は必ず解決し、自分なりの学習スタイルを確立すること。








Ａ・Ｂ判定の


生徒に対して


チェックしたい学習習慣


※①③の比較より





・【国・英】授業で不明な点をそのままにしている生徒に要注意。


・【国語】古典の学習で、辞書を使って本文訳まで行う予習をしているかを確認。


・【数学】定期試験前や入試対策で問題演習を学習の中心にしているかを確認。


・【英語】定期試験の復習などを重視しているか、日常の学習で、常に本番を意識して長文読解に取り組んでいるかを確認。





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定の


生徒に対して


逆転合格の


アドバイス


※②④の比較より





・【国語】少しでも学習時間を確保し、古典の予習を重視すること。


・【数学】宿題は難しくても必ずすべて行い、定期試験対策では、問題演習までしっかり行うこと。


・【英語】日常の学習でも、知らない単語などを類推しながら読解すること。


・【総合】塾・予備校の学習も必要だが、併せて授業中心の自宅学習を確立すること。








国公立ブロック大学・文系の合否を分ける３学年スタート時のポイントとして、以下の点が挙げられる。


＜国数英それぞれの基本的な学習習慣が完全に身についているか＞


①高校生活への満足度が高く、希望進路実現に向けて、前向きに学習している。


②古典の学習では予習を必ず行い、予習の時点で本文訳までしている。


③数学の学習では宿題を必ず行い、＋αで日ごろから問題演習をしている。


④英語の長文読解の手法が確立しており、知らない単語などを類推しながら読解する癖がついている。





６月にＣ判定以下で


逆転合格した生徒





□気持ちが前向きで、頑張って成績を伸ばしたいと思っている。


□得意教科は英語、苦手教科は数学。


□通塾しておらず今後も通わない。


□古文：自宅学習は予習＋宿題。


□数学：宿題は全て行う。


□英語：長文読解は精読中心。


□英語：長文で知らない単語があったら、文脈から推測し、辞書で確認。





６月にＢ判定以上で合格した生徒





□気持ちが前向きで、高校生活への満足度が高い。


□得意科目は英語。


□現代文：簡単な予習を行う。


□古典：予習は本文訳まで行う。


□古典：辞書調べの際には、他の意味や用法などまで調べる。


□数学：自主学習として、問題集・参考書で授業内容の復習をする。


□数学：定期試験対策は教科書を完全に理解し、問題演習を行っている。





Ｂ判定


基準





Ａ・Ｂ判定





②





①





④





③





不合格者





合格者





Ｃ・Ｄ・Ｅ判定





６月にＣ判定以下で不合格の生徒





□希望進路実現に不安を持っている。


□苦手科目は英語。


□国語：学習時間を確保していない割合が高い。


□国語：授業理解に不安を持っている。


□古典：自宅学習は定期試験前のみ。


□英語：長文で知らない単語があったら、すぐに辞書で確認。





６月にＢ判定以上で


逆転不合格の生徒





□希望進路実現に不安を持っている。


□得意科目は地理歴史、英語の苦手な割合が高く、学習に集中できない生徒も目立つ。


□国語・英語の授業理解に不安がある。


□古文：自宅学習は宿題＋試験前の学習


□数学：自主学習は、教科書・ノートの見直しレベルで、演習はしていない。


□英語：定期試験後の復習はしない。











